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近
年
、
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
の
農
林
水
産
物
輸
入

が
増
大
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
実
態
を

貿
易
統
計
で
確
認
し
て
み
た
い
。

　

一 　
　
概
況

　・

　

九
九
年
の
農
林
水
産
物
輸
入
額
は
六
〇
八
億
ド

ル
（
七
兆
五
八
〇
億
円
）
で
あ
り
、
輸
入
全
体
の

一
九
・
六
％
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、
農

産
物
三
五
八
億
ド
ル
、
水
産
物
一
五
三
億
ド
ル
、

林
産
物
九
八
億
ド
ル
で
あ
る
。
農
林
水
産
物
の
輸

入
は
八
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
前
半
に
か
け

て
円
高
を
背
景
に
急
増
し
、
九
九
年
の
輸
入
額
は

八
五
年
の
二
・
三
倍
（
ド
ル
ベ
ー
ス
）
に
な
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
円
ベ
ー
ス
で
は
一
・
一
倍
で
あ

り
、
ま
た
九
六
年
を
ピ
ー
ク
に
九
七
年
以
降
は
、

円
安
へ
の
転
換
、
経
済
不
況
、
農
林
水
産
物
価
格

の
低
下
等
に
よ
り
頭
打
ち
の
状
況
に
あ
る
。

　

価
格
変
動
要
因
を
取
り
除
い
た
数
量
指
数
で
輸

入
量
の
伸
び
を
み
る
と
、
九
九
年
の
輸
入
量
は
八

五
年
に
対
し
て
農
産
物
二
・
〇
倍
、水
産
物
一
・
九

倍
、林
産
物
一
・
四
倍
で
あ
り
、近
年
は
林
産
物
輸

入
は
停
滞
し
て
い
る
。
ま
た
、
農
林
水
産
物
の
輸
入

が
増
加
し
た
と
は
い
え
、
農
林
水
産
物
の
輸
入
量
の

伸
び
は
輸
入
量
全
体
の
伸
び
よ
り
低
い
。
こ
れ
は
、

日
本
の
製
造
業
が
ア
ジ
ア
地
域
に
進
出
し
機
械
類

を
中
心
に
製
品
輸
入
が
増
大
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

二 　
　
地
域
別
動
向

　・

　

ア
ジ
ア
地
域
か
ら
の
輸
入
が
増
大
し
た
も
の
の
、

国
別
で
は
依
然
米
国
か
ら
の
輸
入
額
が
最
も
多
く

（
九
九
年
一
六
八
億
ド
ル
）、
農
林
水
産
物
輸
入
全

体
の
二
七
・
六
％
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
八

〇
年
に
は
三
五
・
二
％
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
り
、

米
国
の
シ
ェ
ア
は
低
下
し
て
お
り
、
特
に
九
七
年

以
降
は
丸
太
、
穀
物
、
牛
肉
を
中
心
に
輸
入
額
が

急
減
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
輸
入
が
急
増
し
て
い
る
の
が
中
国

で
あ
る
。
九
九
年
の
輸
入
額
は
六
五
億
ド
ル
で
八

〇
年
の
七
倍
、
九
〇
年
の
二
・
三
倍
に
な
っ
て
お

り
、農
林
水
産
物
輸
入
全
体
に
占
め
る
割
合
は
三
・

二
％
（
八
〇
年
）
か
ら
一
〇
・
七
％
（
九
九
年
）

に
増
大
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
か
ら
の
輸
入
額
は
九
五
年
頃

ま
で
は
増
大
し
た
が
、
九
七
年
の
通
貨
危
機
以
降

は
急
減
し
て
お
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
四
カ
国
か
ら
の

輸
入
額
の
割
合
は
一
四
・
八
％
（
九
五
年
）
か
ら

一
三
・
一
％
（
九
九
年
）
に
低
下
し
て
い
る
。
韓

国
か
ら
の
輸
入
は
多
少
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
増

加
基
調
で
推
移
し
て
い
る
が
、
台
湾
は
九
七
年
以

降
輸
入
額
が
激
減
し
た
。
カ
ナ
ダ
か
ら
の
輸
入
は

製
材
品
を
中
心
に
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
が
、
豪

州
か
ら
の
輸
入
は
穀
物
価
格
の
低
下
、
牛
肉
輸
入

の
減
少
に
よ
り
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
年
の
農
林
水
産
物
輸
入
は
米

国
、
豪
州
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
シ
ェ
ア
が
低
下
す
る

一
方
で
中
国
の
シ
ェ
ア
が
急
増
し
、
ま
た
Ｅ
Ｕ
、

イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
、
南
米
等
の
シ
ェ
ア
が
増
加

し
て
い
る
。
日
本
の
農
林
水
産
物
輸
入
先
は
多
様

化
し
て
お
り
、
特
に
、
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
合

意
は
米
国
か
ら
の
輸
入
を
増
加
さ
せ
た
わ
け
で
は

な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

三 　
　
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
輸
入
動
向

　・

　

次
に
、
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
の
輸
入
の
現
状
を
国

別
に
見
て
み
る
。

　
�
中
国

　

中
国
は
現
在
で
は
カ
ナ
ダ
、
豪
州
を
抜
い
て
米

国
に
次
ぐ
第
二
の
農
林
水
産
物
輸
入
相
手
国
に
な

っ
て
い
る
。
金
額
的
に
大
き
い
の
は
、
加
工
鰻
、

鶏
肉
、製
材
、一
時
貯
蔵
野
菜
、家
禽
肉
調
製
品
、魚

の
フ
ィ
レ
、
た
け
の
こ
缶
詰
、
羽
毛
、
え
び
、
か

調査と情報　第１８６号 （２００１年１１月）

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト

　
　
　

　　　

農
林
水
産
物
輸
入
の
動
向

農
林
水
産
物
輸
入
の
動
向

―
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
輸
入
を
中
心
に
―

―
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
輸
入
を
中
心
に
―　
　
　
　40

60

80

100

120

140

160

180

1985 90 95 2000

輸入全体�

農産物

水産物

林産物�

輸入数量指数の動向�
(90年＝100）�

資料：農水省「農林水産物輸出入の数量・価格指数」他�



―  ６  ―

に
調
製
品
、
し
い
た
け
で
あ
り
、
上
位
二
品
目

（
加
工
鰻
、
鶏
肉
）
が
輸
入
額
全
体
に
占
め
る
割
合

は
一
六
％
に
過
ぎ
ず
、
輸
入
品
目
は
多
様
で
あ
る
。

中
国
か
ら
の
総
輸
入
額
に
占
め
る
農
林
水
産
物
の

割
合
は
一
五
％
で
あ
り
、
繊
維
（
三
一
％
）、
機
械

類
（
二
四
％
）
よ
り
は
少
な
い
。

　
�
韓
国
・
台
湾

　

韓
国
か
ら
の
輸
入
は
着
実
に
伸
び
て
き
た
が
、

伸
び
率
は
高
く
は
な
い
。
最
大
の
輸
入
品
目
は
豚

肉
で
あ
り
、
台
湾
か
ら
の
輸
入
減
少
を
補
う
形
で

増
加
し
て
い
る
。
第
二
位
は
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
で

あ
り
、
上
位
二
品
目
で
三
二
％
を
占
め
て
い
る
。

全
体
と
し
て
は
水
産
物
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、

農
産
物
は
ま
つ
た
け
、
薬
用
人
参
、
小
麦
粉
調
製

品
、
く
り
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　

台
湾
か
ら
の
輸
入
は
九
五
年
ま
で
高
い
伸
び
を

示
し
て
い
た
が
、
九
七
年
に
口
蹄
疫
が
発
生
し
て

豚
肉
の
輸
入
が
禁
止
と
な
っ
た
た
め
輸
入
額
が
激

減
し
、
九
九
年
の
輸
入
額
は
九
五
年
の
ほ
ぼ
三
分

の
一
と
な
っ
て
い
る
。
輸
入
品
目
に
は
偏
り
が
あ

り
、
九
五
年
当
時
は
豚
肉
が
四
八
％
を
占
め
て
お

り
、
こ
れ
に
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
、
鰻
を
加
え
た
上

位
三
品
目
で
七
四
％
に
達
し
て
い
た
。
九
九
年
で

も
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
が
四
四
％
を
占
め
て
い
る
。

　
�
タ
イ

　

タ
イ
か
ら
の
農
林
水
産
物
輸
入
は
九
五
年
ま
で

急
増
し
、
九
五
年
の
輸
入
額
は
八
五
年
に
比
べ
五

倍
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
通
貨
危
機
以
降
は

減
少
し
、
九
九
年
の
輸
入
額
は
九
五
年
の
七
割
に

な
っ
て
い
る
。
輸
入
額
が
大
き
い
の
は
天
然
ゴ
ム
、

鶏
肉
、
え
び
、
え
び
調
製
品
、い
か
、ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
、

鶏
肉
調
製
品
で
あ
り
、
上
位
五
品
目
で
四
六
％
を

占
め
て
い
る
。
輸
入
品
目
は
多
様
で
あ
り
、
近
年
は

調
製
品
が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
中
国
と
の
競
合

も
あ
る
た
め
か
つ
て
の
勢
い
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
�
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
輸
入
は
、
八
〇
年
代
前

半
に
丸
太
輸
出
禁
止
措
置
を
と
っ
た
た
め
一
時
急

減
し
た
が
、
そ
の
後
、
合
板
、
製
材
品
を
中
心
に

九
〇
年
代
中
頃
ま
で
順
調
に
増
大
し
た
。
し
か
し
、

通
貨
危
機
以
降
減
少
し
、
九
九
年
の
輸
入
額
は
九

五
年
の
七
割
の
水
準
に
な
っ
て
い
る
。
輸
出
額
の

上
位
品
目
は
合
板
、
え
び
、
製
材
、
か
つ
お
・
ま

ぐ
ろ
、
コ
ー
ヒ
ー
生
豆
で
あ
り
、
合
板
と
製
材
品

で
四
六
％
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
に
え
び
を
加
え

た
上
位
三
品
目
で
六
七
％
を
占
め
少
数
の
品
目
に

偏
っ
て
い
る
が
、
近
年
で
は
調
製
品
の
輸
入
が
増

加
し
て
い
る
。

　
�
そ
の
他

　

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
輸
入
も
、
経
済
危
機
以
降

減
少
し
て
い
る
。
九
九
年
の
輸
入
額
の
う
ち
合
板
、

丸
太
、
製
材
の
三
品
目
（
主
に
サ
バ
、
サ
ラ
ワ
ク

州
産
）
で
六
七
％
を
占
め
て
い
る
が
、
近
年
は
丸

太
輸
入
が
減
少
し
合
板
輸
入
が
増
加
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
輸
入
額
が
大
き
い
品
目
は
、パ
ー
ム
油
、え

び
、ペ
ッ
パ
ー
、か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
、天
然
ゴ
ム
で
あ
る
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
輸
入
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推

移
し
て
い
る
が
、
輸
入
品
目
は
変
化
し
て
い
る
。

八
〇
年
当
時
は
粗
糖
、
丸
太
の
上
位
二
品
目
で
四

八
％
を
占
め
て
い
た
が
、
そ
の
後
こ
の
二
品
目
の

輸
入
は
激
減
し
、
九
九
年
で
は
バ
ナ
ナ
、
え
び
、

か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
が
上
位
を
占
め
、
バ
ナ
ナ
だ
け

で
四
八
％
を
占
め
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
輸
入
は
増
加
し
て

い
る
が
、
イ
ン
ド
か
ら
の
農
林
水
産
物
輸
入
の
六
二

％
、ベ
ト
ナ
ム
で
は
四
六
％
が
、え
び
の
輸
入
で
あ
る
。

　
�
ま
と
め

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
の
農
林
水
産

物
輸
入
が
増
加
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
九
〇
年

代
後
半
の
通
貨
危
機
以
降
は「
中
国
の
一
人
勝
ち
」

と
言
っ
て
も
よ
い
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
ま
た
輸

入
品
目
や
増
減
動
向
は
国
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
中
国
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
し
、
ア
ジ
ア
地
域

の
自
由
貿
易
協
定
の
論
議
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
が

見
込
ま
れ
、
日
本
の
食
料
安
全
保
障
と
い
う
観
点

か
ら
も
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
農
林
水
産
物
輸
入
の

動
向
、
構
造
変
化
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
水
徹
朗
）
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